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一
、「
金
ヶ
崎
の
退
き
口
」
家
康
、
美
浜
に
来
る 

元
号
が
永
禄(

十
三
年)
か
ら
元
亀(

元
年)

に
改
ま
る
一
五
七
〇
年
四
月
二
十
三
日
、

越
前
朝
倉
氏
征
伐
の
た
め
、
織
田
信
長
率
い
る
三
万
の
軍
勢
が
、
こ
こ
佐
柿
の
国
吉
城
に
到

着
し
ま
し
た
。
こ
の
軍
に
は
、
徳
川
家
康
も
同
行
し
た
と
『国
吉
籠
城
記
』諸
本
は
伝
え
て

い
ま
す
。 

永
禄
十
一
年(

一
五
六
八)

、
若
狭
国
守
護
武
田
元
明
は
、
朝
倉
氏
に
よ
って
一
乗
谷
に

連
れ
去
ら
れ
、
若
狭
は
守
護
不
在
の
無
主
状
態
で
し
た
。
実
質
、
朝
倉
氏
の
属
国
と
化
し

ま
し
た
が
、
国
吉
城
主
粟
屋
越
中
守
勝
久(

近
年
は
「勝
長
」が
実
名
の
説
あ
り)

を
は
じ
め
、

武
田
家
臣
団
の
多
く
は
朝
倉
氏
の
支
配
に
抵
抗
し
ま
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
足
利
義
昭
を
奉
じ
た
信
長
が
上
洛
を
果
た
し
、
義
昭
は
室
町
幕

府
第
十
五
代
将
軍
と
な
り
ま
し
た
。
信
長
は
、
将
軍
の
権
威
を
背
景
に
、
各
地
の
武
将
に

上
洛
を
促
し
ま
し
た
が
、
朝
倉
氏
や
朝
倉
氏
に
若
狭
国
支
配
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
武
田

信
方
、
武
藤
友
益
な
ど
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

結
果
、
将
軍
の
命
に
服
さ
な
い
若
狭
の
武
藤
氏
討
伐
（実
は
朝
倉
氏
攻
め
）と
称
し
、
永

禄
十
三
年
四
月
二
十
日
に
京
を
出
陣
し
ま
し
た
。
『
信
長
公
記
』
に
よ
れ
ば
、
琵
琶
湖
西

岸
を
北
上
し
、
二
十
日
は
和
邇
、
二
十
一
日
は
高
島
郡
田
中
に
宿
泊
、
二
十
二
日
は
若

狭
国
に
入
って
熊
川
の
松
宮
玄
蕃
の
屋
敷
に
泊
った
と
伝
え
て
い
ま
す
。
熊
川
で
は
、
若
狭
の

諸
将
が
う
ち
揃
って
出
迎
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
徳
川
家
康
は
熊
川
の
得
法
寺
を

陣
所
と
し
た
と
伝
わ
り
、
近
年
ま
で
腰
掛
け
の
松
が
残
って
い
ま
し
た
。 

二
十
三
日
、
熊
川
を
発
し
た
織
田
勢
は
、
北
上
し
て
佐
柿
に
至
り
、
信
長
は
国
吉
城
に

入
り
ま
し
た
。
信
長
に
従
う
諸
将
は
、
佐
柿
周
辺
の
村
々
を
陣
所
と
し
、
丹
羽
長
秀
は
木

野
、
逸
見
駿
河
守
は
坂
尻
に
布
陣
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。 

国
吉
城
に
入
城
し
た
信
長
は
、
勝
久
に
対
し
多
年
に
渡
る
朝
倉
勢
と
の
戦
陣
の
労
を 

ね
ぎ
ら
い
、
田
辺 

半
太
夫
ら
共
に 

戦
った
地
侍
達
に 

も
目
通
り
を
許 

し
ま
し
た
。 

国
吉
城
に
滞 

在
す
る
こ
と
二
泊
、 

二
十
五
日
に
織 

田
勢
は
国
吉
城 

を
発
し
て
敦
賀 

に
攻
め
入
り
ま 

し
た
。
天
筒
山
城
を
幾
重
に
も
取
り
囲
ん
で
四
方
か
ら
攻
め
掛
か
り
、
一
日
で
攻
め
落
と

し
ま
し
た
。
信
長
は
、
妙
顕
寺
を
本
陣
と
し
て
、
翌
二
十
六
日
、
金
ヶ
崎
城
を
包
囲
す
る
と
、

城
主
は
戦
わ
ず
に
降
伏
開
城
し
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
木
ノ
芽
峠
に
向
か
お
う
と
し
た
矢
先
、
妹
婿
に
し
て
北
近
江
の
領
主
で
あ
った

浅
井
長
政
が
、
織
田
勢
の
背
後
を
襲
お
う
と
進
軍
中
と
の
報
が
入
り
ま
し
た
。
信
長
は
、

少
数
の
供
廻
り
の
み
で
若
狭
に
戻
り
、
朽
木
谷
を
越
え
て
四
月
三
十
日
に
京
都
に
辿
り
着

き
ま
し
た
。
各
武
将
が
率
い
る
部
隊
も
順
次
退
却
し
、
退
却
の
最
後
尾
を
木
下
藤
吉
郎
、

池
田
勝
正
、
明
智
光
秀
、
そ
し
て
家
康
が
率
い
る
各
隊
が
担
い
ま
し
た
。
『太
閤
記
』で
は
、

木
下
隊
の
み
が
殿
軍
と
し
て
奮
闘
し
た
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
複
数
の
隊
が

担
い
ま
し
た
。
ま
た
、
織
田
方
の
最
前
線
と
し
て
国
吉
城
が
健
在
で
あ
った
の
で
、
織
田
勢

は
敦
賀
か
ら
国
吉
城
ま
で
の
十
数
キ
ロ
を
逃
げ
て
く
れ
ば
よ
か
った
の
で
す
。 

実
は
、
家
康
が
越
前
攻
め
に
参
加
し
、
殿
戦
を
担
った
と
い
う
記
述
は
、
江
戸
時
代
以
降

に
記
さ
れ
た
『
三
河
物
語
』
や
『
東
遷
基
業
』
な
ど
、
家
康
の
業
績
を
ま
と
め
た
二
次
史
料

（後
世
の
史
料
）ば
か
り
で
、
一
次
史
料
（同
時
代
の
史
料
）に
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

美
浜
町
内
に
関
わ
る
伝
承
は
意
外
に
多
く
、
「来
な
か
った
」と
も
言
い
切
れ
な
い
の
で
す 

「
ど
う
し
た
家
康 

 

な
ぜ
美
浜
に
来
た
！
」  

⁉ 

⁉ 
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二
、
家
康
の
足
跡 

～
町
内
に
残
る
史
跡
を
辿
る
～ 

㈠ 

徳
川
家
康
公
ハ
別
所
二
陣
ヲ
取
ラ
セ
給
フ 

軍
記
『国
吉
籠
城
記
』諸
本
に
は
、
織
田
信
長
の
国
吉
入
城
に
従
い
、
徳
川
家
康
が
や
っ

て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
に
よ
り
陣
を
置
い
た
場
所
の
表
現
に
若
干
の
差
異

が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
『若
州
三
潟
郡
佐
柿
國
吉
城
合
戦
記
』(

元
禄
五
・一
六
九
二
年
写)

で
は
「徳

川
家
康
卿
は
金
山
村
の
南
、
別
所
に
陣
を
取
ら
せ
給
ふ
。
」と
具
体
的
に
、
『若
州
三
方
郡

佐
柿
国
義
籠
城
記
』(

寛
延
四
・一
七
五
一
年
写)

や
「若
州
三
方
郡
国
吉
籠
城
記
」(

天
明

七
・
一
七
八
七
年
写)

、
『国
吉
籠
城
記 

全
』(

嘉
永
七
・一
八
五
四
年
写)

等
に
も
「徳
川

家
康
公
ハ
別
所
ニ
陣
取
り
」と
あ
り
、
『
佐
柿
国
吉
篭
城
軍
記 

全
』(

天
保
十
三
・一
八
四

二
年)

で
は
「徳
川
家
康
公
ハ
別
所
ヵ
原
に
御
陣
ヲ
…
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
金
山
か

ら
久
保
、
別
所
付
近
に
広
が
る
原
野
に
陣
所
を
置
い
た
で
あ
ろ
う
事
が
窺
え
ま
す
。 

一
方
、
『
若
州
国
吉
騒
動
記
』(

享
和
二
・
一
八
〇
二
年
写)

で
は
、
「
別
所
」
を
「
別
の
場

所
」
と
解
釈
し
た
よ
う
で
、
「
徳
川
家
康
卿
ハ
誨
二
隨
別
二
陳
所
ヲ
為
取
賜
。
」
と
あ
り
ま

し
た
。 

田
辺
宗
徳
入
道
（半
太
夫
）が
実
体
験 

を
元
に
記
し
た
最
初
の
『籠
城
記
』で
あ 

る
『国
吉
城
之
記
』、
あ
る
い
は
そ
の
初
期 

の
写
本
を
読
ん
だ
後
世
の
人
々
が
次
々
に 

書
き
写
す
中
で
、
筆
者
の
解
釈
、
捉
え
方 

で
全
く
別
の
意
味
に
な
る
こ
と
が
あ
る
わ 

け
で
す
。
一
次
史
料
で
は
な
い
事
や
、
他 

の
伝
承
等
も
踏
ま
え
れ
ば
、
別
所
（別
所 

ヵ
原
）説
も
可
能
性
の
一
つ
に
留
ま
ら
ざ 

る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

 

「徳川家康」伝承がある美浜町内の地点位置図 

陣所跡 

（西郷中跡） 

土井山砦跡と 

別所ヶ原付近 

国吉城址 

黒浜 

（現・今市） 

久々子 

至 

小
浜 

 

軍記『国吉籠城記』諸本に登場 

至 

敦
賀 
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㈡ 

土
井
山
砦
跡 

土
井
山
砦
は
、
国
吉
城
の
出
城
と
伝
わ
り
、
耳
平
野
西
端
の
独
立
丘
陵
北
部
（標
高
六

十
九
．
四
メ
ー
ト
ル
）に
位
置
し
ま
す
。
北
側
の
麓
を
東
西
に
丹
後
街
道
が
通
過
し
、
丘
陵

の
西
側
に
は
『
国
吉
籠
城
記
』
諸
本
に
出
て
く
る
徳
川
家
康
が
陣
を
取
った
と
い
う
別
所
の

原
野
で
し
た
。
現
在
、
北
麓
の
五
湖
の
駅
に
説
明
板
が
あ
り
ま
す
。 

城
郭
の
中
心
部
は
、
町
の
給
水
タ
ン
ク
建
設
時
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
堀
切

で
区
画
さ
れ
た
連
郭
式
曲
輪
群
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
側
斜
面
に
竪
堀

状
の
痕
跡
が
あ
った
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
視
認
で
き
ま
せ
ん
。
南
側
尾
根
筋
と
は
堀

切
で
分
断
さ
れ
、
土
橋
が
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
尾
根
西
端
南
面
に
複
数
の
削
平
地
群
が
あ

り
、
大
森
宏
氏
は
「土
井
山
西
砦
」と
名
付
け
て
い
ま
す
が
、
城
郭
遺
構
と
み
る
か
は
検
討

の
余
地
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
大
森
氏
は
、
金
ヶ
崎
の
退
き
口
で
若
狭
国
ま
で
退
却
し
た
木
下
藤
吉
郎
は
国
吉

城
に
、
徳
川
家
康
は
土
井
山
砦
に
一
時
立
て
籠
も
った
と
い
う
伝
承
が
あ
る
と
、
『戦
国
の

若
狭
』（一
九
九
六
）に
記
し
て
い
ま
す
。 

                                    

㈢ 

家
康
、
秀
吉
と
国
吉
城
で
囲
碁
に
興
じ
る 

「
古
老
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
昔
、
国
吉
城
の
本
丸
に
平
ら
な
大
石
が
あ
り
、
織
田
信

長
が
国
吉
城
を
訪
れ
た
折
、
随
行
し
て
き
た
徳
川
家
康
と
木
下
藤
吉
郎
が
囲
碁
に
興

じ
た
石
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
」（地
元
佐
柿
出
身
者
か
ら
の
聞
き
取
り
） 

つ
い
最
近
ま
で
、
本
丸
跡
に
登
って
み
て
も
そ
の
よ
う
な
大
石
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
二
十
五
～
二
十
六
年
度
の
発
掘
調
査
で
、
北
西
虎
口
跡
か
ら
平
ら
か
な
大

石
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
石
は
、
粟
屋
氏
の
後
に
城
主
と
な
った
秀
吉
重
臣
の
木
村
常
陸

介
定
光
が
城
を
改
修
し
た
際
に
置
い
た
「
鏡
石
」が
倒
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
後
世
、

こ
の
よ
う
な
大
石
を
城
跡
で
見
た
人
々
に
よ
って
、
そ
の
よ
う
な
話
が
広
ま
った
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

                

 

土井山砦跡要図 

 

 

 

 

 

発掘調査で出土した国吉城本丸北西虎口跡と鏡石 
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㈣ 

德
川
軍
、
黒
浜
で
朝
倉
の
追
軍
と
戦
う 

（『東
遷
基
業
』よ
れ
ば
、
）「家
康
が
金
ヶ
崎
よ
り
軍
を
引
い
た
時
は
、
朝
倉
の
追
軍
と
黒

浜
（佐
田
の
海
岸
を
砂
黒
き
た
め
、
こ
の
様
に
云
う
）に
戦
い
、
か
ね
て
先
鋒
を
し
て
戦
い
破

れ
て
丹
生
に
逃
げ
、
再
び
此
の
合
戦
に
出
て
来
た
木
下
藤
吉
郎
の
一
命
を
こ
の
一
戦
に
於

い
て
も
救
い
、
藤
吉
郎
に
厚
く
感
謝
せ
ら
れ
た
と
云
う
の
で
す
。
」  

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（『山
東
村
の
歴
史
』一
九
五
〇 

長
者
尚
徳 

） 

同
書
に
は
、
佐
田 

下
田
で
得
た
と
い
う 

赤
錆
の
小
刀
に
つ
い
て 

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

「私
も
佐
田
田
辺
善 

作
氏
が
佐
田
下
田
に 

て
得
た
と
云
う
赤
錆 

の
曲
れ
る
ボ
ロ
小
刀
を 

得
た
が
、
平
打(

ち)

、 

血
み
ぞ(

溝)

な
し(

、) 

そ(

反)

り
弱
く
、
つ
ば 

(

鍔)

の
彫(

り)

幼
稚 

に
し
て
時
代
が
合
致 

す
る
か
ら
こ
の
合
戦 

に
用
い
た
も
の
と
思
っ 

て
い
る
。
」（()

は
意
味 

が
通
る
よ
う
に
漢
字
、 

送
り
仮
名
追
加
。
） 

  

㈤ 

徳
川
家
康
陣
跡
（松
原
・久
々
子
） 

美
浜
町
松
原
と
久
々
子
の
境
辺
り
に
も
、
徳
川
家
康
の
陣
所
が
あ
った
と
い
う
伝
承
が
あ

り
ま
す
。
『東
遷
基
業
』
に
よ
れ
ば
、
佐
田
黒
浜
で
木
下
隊
を
救
った
後
、
後
退
し
て
陣
を

張
った
場
所
と
さ
れ
ま
す
（「縫
路
を
取
て
帰
陣
す
べ
し
と
、
所
の
案
内
者
を
先
に
立
て
、
木

野
を
通
り
、
松
原
と
云
処
に
宿
陣
あ
り
け
る
」）。 

『目
で
見
る
美
浜
の
文
化
財
』
（一
九
八
〇 

美
浜
町
教
育
委
員
会
）に
は
、
巻
末
の
「美

浜
町
指
定
文
化
財
一
覧
」
に
、
「
史
跡 

徳
川
家
康
陣
屋
跡 

松
原
」
と
あ
る
ほ
か
、
旧
西

郷
中
学
校
付
近
に
あ
った
「
徳
川
家
康
陣
跡
（
久
々
子
）
」
の
碑
の
写
真
が
巻
頭
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
碑
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。 

                      
三
、
終
わ
り
に 

 

国
吉
城
は
、
二
年
前
の
大
河
ド
ラ
マ
『麒
麟
が
く
る
』に
登
場
し
た
事
で
知
名
度
も
全
国

区
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
『ど
う
す
る
家
康
』に
再
び
登
場
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
「ゆ
か
り
の
地
」と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。 

【美
浜
町
教
育
委
員
会
・若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
】 

西
郷
中
学
校
に
あ
っ
た
徳
川
家
康
久
々
子
陣
跡
碑 

『
目
で
見
る
美
浜
の
文
化
財
』
よ
り
転
載 

 

 

黒浜（現・今浜付近）遠望 

 


